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1――はじめに 

生命保険に関する情報は、マス広告のほか、保険会社からの情報、あるいは友人・知人を通じたク

チコミなどから得ることが多い。現在では、情報の多くがインターネット上の資料やクチコミ情報に

依存していると考えられる。インターネットでは、自分が知っていることや関心を持っていることを

より詳しく調べることは容易であるが、知らないことや間違って覚えてしまっていることに気づく機

会はあまりない。また、SNS など、消費者同士でも口コミ情報として自由に情報交換できるが、消費

者が得ている情報には偏りがあることが考えられる。 

2013年の「消費者調査にみる医療保険に関する誤情報～医療保険に関するクイズ正答率の分析1」で

は、ニッセイ基礎研究所が行った消費者調査における医療保険に対するクイズへの回答結果を使って、

医療保険に対する誤解の状況を分析し、消費者インタビューから、生命保険や医療保険は、一度加入

すると見直す機会が少ない他、給付経験に関する情報を活発に交換しあう機会が少ない等の理由で、

一度生じた誤解が訂正される機会が少なく、そのまま放置される傾向にあることを指摘した。 

それから 10余年経過し、インターネットによる情報利用が更に活発になって、生命保険や医療保険

に関する知識はどうなっただろうか。本稿では、その後 10年ほど状況を紹介する。 

2――生命保険に関する知識 

 

1｜クイズの正答率は低下傾向 

ニッセイ基礎研究所が毎年行っている「生保マーケット調査」では、生命保険の知識を問うために、

いくつかのクイズに回答してもらっている。本稿では、このうち、5 つのクイズに対する回答を分析

した。回答は、記載された文章について「正しい」「正しくない」「わからない」から選んでもらった。 

 
1 村松容子「消費者調査にみる医療保険に関する誤情報～医療保険に関するクイズ正答率の分析」ニッセイ基礎研究所 基

礎研レター（2013年 7月 11日）https://www.nli-research.co.jp/files/topics/40870_ext_18_0.pdf?site=nli 
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分析に使ったクイズの質問文とそ

れに対する正答は図表 1のとおりで、

生命保険や医療保険に共通する比較

的基本的な知識を問うものである。 

まず、2012年調査以降の加入者／非

加入者別の正答率の推移を示す（図表

2）。2024年調査に注目すると、正答率

が最も高いのが、加入者・非加入者と

もに「(2) 医療保険やがん保険などで

は、病気の種類や病状によっては、保

険金・給付金が受け取れない場合があ

る」で、加入者の 73.0％、非加入者の

38.5％が正答だった。非加入者におい

ては、50％にも満たない。次いで、「(4) 複数の会社の医療保険に加入していても１社からしか給付は

受けられない（加入者、非加入者の順に、60.0％、28.3％）」「(5) 生命保険会社が破綻したらこれまで

掛けてきた保険がすべて無駄になる（同 54.5％、26.6％）」「(3) 一度入院して給付金を受け取ると、そ

の後は保険料（掛金）が上がる（同 52.1％、17.0％）」で、もっとも低いのが「(1) 定期保険（保障期

間は○年間や□歳までなど、期間の定めのある保険）は保障期間満了時に満期金を受け取れる（同 

27.8％、11.0％）」

だった。いずれの

クイズも、正答率

は加入者が非加

入者を上回った。 

時系列でみる

と、加入者の(1)、

(2)が横ばいで推

移していること

と、非加入者の

(3)、(4)、(5)が 2020

～2024 年にかけ

て横ばいまたは

やや改善してい

ることを除けば、

いずれも低下し

ていた。 

 

  

 

図表 1 分析に使ったクイズと、その正答 

(1) 定期保険（保障期間は○年間や□歳までなど、期間の定めのある保険）は 

保障期間満了時に満期金を受け取れる 

正答：「正しくない」 

(2) 医療保険やがん保険などでは、病気の種類や病状によっては、保険金・給付

金が受け取れない場合がある 

正答：「正しい」 

(3) 一度入院して給付金を受け取ると、その後は保険料（掛金）が上がる 

正答：「正しくない」 

(4) 複数の会社の医療保険に加入していても１社からしか給付は受けられない 

正答：「正しくない」 

(5) 生命保険会社が破綻したらこれまで掛けてきた保険がすべて 

無駄になる 

正答：「正しくない」 

 

図表 2 クイズの加入者／非加入者別 クイズの正答率の推移 
 

【非加入者】                         【加入者】 
 

 
 

（出典）ニッセイ基礎研究所「生保マーケット調査（各年）」 

(1) 定期保険（保障期間は○年間や□歳までな
ど、期間の定めのある保険）は保障期間満了時に
満期金を受け取れる【正答：正しくない】

(2) 医療保険やがん保険などでは、病気の種類や
病状によっては、保険金・給付金が受け取れない
場合がある【正答：正しい】

(3) 一度入院して給付金を受け取ると、その後は
保険料（掛金）が上がる【正答：正しくない】

(4) 複数の会社の医療保険に加入していても１社
からしか給付は受けられない【正答：正しくな
い】

(5) 生命保険会社が破綻したらこれまで掛けてき
た保険がすべて無駄になる【正答：正しくない】
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2｜一部の質問では誤答率が上昇 

では、誤答率は

どうか。図表 3

に、加入者／非

加入者別の誤答

率の推移を示

す。 

図表 2で、加入

者・非加入者と

もに正答率が低

かった「(1) 定期

保険（保障期間

は○年間や□歳

までなど、期間

の定めのある保

険）は保障期間満了時に満期金を受け取れる」は、他の質問と比べて誤答率が高く、加入者が 2024年

調査で 35.2％、非加入者が 19.8％と、正答率を上回ったが、その他の 4問は 20％未満にとどまった。 

推移をみると、非加入者の誤答率は、横ばいか低下傾向があったのに対して、加入者では、(1)は低

下、(2)は横ばいだったものの、(3) (4)(5)はどちらかと言えば上昇傾向にあった。 

 

3｜生命保険や損害保険についての知識を持っている人では誤答も多い 

続いて、「生命保険や損害保険についてはひと通りの知識を持っている」に対して「あてはまる計

（「あてはまる」または「まああてはまる」）」「どちらともいえない」「あてはまらない計（「あまりあ

てはまらない」または「あてはまらない」）」別に、正答率、わからない率、誤答率をみた（図表 4）。 

その結果、加入者、非加入者ともすべての質問で、「あてはまる計」の正答率が全体と比べて高く、

「生命保険や損害保険についてはひと通りの知識を持っている」に対して「どちらともいえない」や

「あてはまらない計」は、「わからない」が高かった。 

すなわち、加入者や、生命保険について知識を持っていると自己評価している人で、正答率が高い

だけでなく、誤答率も高い。一方、「どちらともいえない」または「あてはまらない計」といった生命

保険について知識を持っているとは自己評価していない人では、「わからない」と回答していることで、

正答率も誤答率も低くなっていると考えられる。 

 

 

 

  

 

図表 3 クイズの加入者／非加入者別 クイズの誤答率の推移 
 

【非加入者】                         【加入者】 
 

 
 

（出典）ニッセイ基礎研究所「生保マーケット調査（各年）」 

(1) 定期保険（保障期間は○年間や□歳までな
ど、期間の定めのある保険）は保障期間満了時に
満期金を受け取れる【正解：正しくない】

(2) 医療保険やがん保険などでは、病気の種類や
病状によっては、保険金・給付金が受け取れない
場合がある【正解：正しい】

(3) 一度入院して給付金を受け取ると、その後は
保険料（掛金）が上がる【正解：正しくない】

(4) 複数の会社の医療保険に加入していても１社
からしか給付は受けられない【正解：正しくな
い】

(5) 生命保険会社が破綻したらこれまで掛けてき
た保険がすべて無駄になる【正解：正しくない】
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図表 4 「生命保険や損害保険についての知識」の自己評価別正答率（2024年調査） 

※「生命保険や損害保険についてはひと通りの知識を持っている」に対して、「あてはまる計」「どちらともいえない」 

「あてはまらない計」で比較 

 

 
（ 注 ）加入者、非加入者それぞれ全体と比べて差がある数値に±（5％有意） 

（出典）ニッセイ基礎研究所「生保マーケット調査（2024年）」 

 

3――おわりに 

冒頭に紹介したとおり、2013年の「消費者調査にみる医療保険に関する誤情報～医療保険に関する

クイズ正答率の分析2」では、生命保険や医療保険は、一度加入すると見直す機会が少ない他、給付経

験に関する情報を活発に交換しあう機会が少ない等の理由で、一度生じた誤解が放置されやすい可能

性をあげた。 

その後 10余年が経過し、生命保険や医療保険の比較サイトや、複数の生命保険会社の商品を扱う保

険ショップが多数できた他、SNS によって加入者個人の経験に関する情報発信が活発となった。しか

し、今回見たとおり、生命保険や医療保険の基本的なクイズの正答率は低下傾向にあり、生命保険や

医療保険の基本的な仕組みに関する正しい情報が浸透したわけではないようだ。この 10 年ほどの大

きな傾向をみれば、「生命保険の効用や保障に対する考え方の変化3」で紹介したとおり、生命保険の

効用への認識が低下し、日常生活の中で生命保険について考える機会が減っていると推測できる。生

命保険の仕組みについても見聞きする機会が減ったことが考えられ、今回とりあげた「(3) 一度入院し

て給付金を受け取ると、その後は保険料（掛金）が上がる」「(4) 複数の会社の医療保険に加入してい

ても１社からしか給付は受けられない」は、初めて接点をもつ保険が、自動車保険など損害保険であ

る消費者が増えた可能性が考えられるだろうか。 

 
2  村松容子「消費者調査にみる医療保険に関する誤情報～医療保険に関するクイズ正答率の分析」ニッセイ基礎研究所 基

礎研レター（2013年 7月 11日）https://www.nli-research.co.jp/files/topics/40870_ext_18_0.pdf?site=nli 
3  村松容子「生命保険の効用や保障に対する考え方の変化」ニッセイ基礎研究所 保険・年金フォーカス（2024年 7月 23

日）https://www.nli-research.co.jp/files/topics/79148_ext_18_0.pdf 
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近年、生命保険は、自分で情報を得て加入したいという人が増加している4。一方で、今回の調査で

は、自分で情報を調べた結果、「生命保険はわかりにくいと感じた」にあてはまると回答した人は 23.7％、

まああてはまると回答した人は 45.1％であり、合計 7割近くがわかりにくさを感じていた。今回紹介

したとおり、基本的と思われる仕組みについての情報提供が必要だろう。 

また、2022年 4月から、金融教育が義務化され、生命保険についての基本的な知識を学校で勉強す

るようになった。主として生活設計や人生におけるリスク管理等を学ぶことが目的なので、生命保険

の仕組みについて学べる内容は限られている。しかし、授業で他の学生の疑問を共有したり、他の学

生の意見を聞くことで、気づかなかった点にまで視野が広がる可能性があることが、インターネット

による独学との違いだろう。生命保険を含めて、金融商品の知識が増えることで、生活設計やリスク

管理に適切に対応できる機会となることを期待したい。 

 

 

 

 
4  村松容子「保障ニーズを知ることの意義：生命保険 能動的加入者の視点から」ニッセイ基礎研究所 保険・年金フォーカ

ス（2024年 1月 28日）https://www.nli-research.co.jp/files/topics/80906_ext_18_0.pdf?site=nli 
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